
 

 

 

 

 

 

 

主よ、あなたは医者で、わたしは病人です 
 

教皇ベネディクト 16 世の霊的講話より 

 病気は、人間の置かれた状況の典型的な特徴です。だから病

気は具体的な比喩としても用いられます。聖アウグスチヌス

が祈りの中で適切にこう述べている通りです。「主よ、あわれ

みたまえ。ああ、何たることか、見たまえ。わたしは傷を隠さ

ない。あなたは医者で、わたしは病人です。あなたはあわれみ

深く、わたしはあわれです」（『告白』10・39）。 

 キリストは、真の意味で人類の「医者」です。天の父は、人

間をいやすためにこの「医者」を世に遣わしました。人間のか

らだと心には、罪とその結果がしるされているからです。最近

の主日のミサの中で、マルコによる福音書が述べているよう

に、イエスはその公生活の初めから、ガリラヤの町から町をめぐりながら、教えを宣べ伝え、

病人をいやすために献身しました。 

  イエスが病人に示した数え切れないほどの奇跡は、神の国の「福音」をあかししています。

福音書では、重い皮膚病を患っている人のいやしの話があります。福音は、神と人の関係の深

さを生き生きと表しています。この深い関係は、次のすばらしい対話の内に要約されていま

す。重い皮膚病を患う人が、「御心ならば、わたしを清くすることがおできになります」とい

うと、イエスはこう答えます。「よろしい、清くなれ」。そしてイエスは手で重い皮膚病を患

う人に触れて、その人を重い皮膚病から解放します（マルコ１・40－42）。 

 この箇所の中に、救いの歴史の全体が凝縮されているのがわかります。イエスは、手を差し

伸べて、彼に助けを求めた人の傷ついたからだに触れました。このイエスの行為は、倒れた被

造物をいやしたいという神の望みを完全なかたちで表しています。神は、この倒れた被造物に

再び「豊かに」（ヨハネ 10・10）いのちを与えます。このいのちは、永遠、完全、至福のい

のちです。キリストは、神が人類に差し伸べた「手」です。それは、人類を流砂のような病と

死から救い出し、神の愛という堅い岩の上に立たせるためです（詩編 40・２－３参照）。 

 今日、わたしは、特に世界中にいる、病気で苦しむ人と、孤独や貧困や疎外に苦しむ人びと

を、「病人の癒やし」であるマリアの保護に委ねたいと思います。またわたしは何よりも、病

院や療養施設で病気の人を介護し、彼らの治療のために献身するすべての人びとにも思いを致

します。聖なるおとめの助けにより、適切な保健活動と、具体的な連帯の内に示される兄弟愛

を通して、すべての人がからだと心の慰めを見いだすことができますように。 
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■主の降誕 夜半のミサ 1２月 2４日（木） 

 この日 20 時からスタートした夜半のミサ

は感染症対策を徹底し、人数を制限して、ソ

ーシャルディスタンスを保ちながら、同時に

YouTube でライブ配信された。 

 成井司教様が着座されて初めてのクリス

マス。毎年クリスマスには教会に…と訪れる

人でごった返すのがいつもの風景であった

が、今年はそれもなく静かにミサが進行され

ていった。 

 イエスの誕生の様子が朗読され、司教様の

説教では私たちにとっても、神にとっても、

クリスマスは特別な日であると話し始め

た。2020 年のクリスマスに神は私たちに何

を語っておられるのでしょうかと、現在の

私たちや社会が置かれている状況とイエス

が誕生した時の状況を重ね合わせて話され

た。 

「幼子イエスは、すべての人のために生ま

れました。しかしきっと、住む家もなく、イ

ンターネットカフェにすらいることができ

ず、野宿をする人や、故郷を追われた難民に対して、私も同じですよ。家がありませんでした。

ほかの誰があなたを見捨てようと、私が一緒にいますよ、と言っておられるでしょう。 

コロナ禍のために会社から解雇されたり、家族に医療関係者がいるために幼稚園に行けなく

なった子どもたちに、幼子イエスは「私も、宿屋に受け入れてもらえませんでした。誰からも

拒絶され、生まれてきました。私が、あなたを受け入れま

すよ。」と、そう言っていることでしょう。」 

 説教中に子どもに語りかけられる姿もあり、優しくも力

強い言葉で聖堂と YouTube でライブ配信を見ている人に成

井司教様は語り掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■神の母聖マリア ミサ 1月１日（金） 

年越寒波で雪景色の元日、神の母聖マリ

アの祭日ミサが成井司教司式で捧げられ

た。昨年の感染症による世界の変化、社会

の変化、教会生活の変化について語られ、

この出来事をカトリック信者としてどの

ように受け止め、生きてゆくことが求めら

れるのか、問いかけられた。教皇の降誕祭

のメッセージを引用しながら、今求められ

る真の兄弟愛について語られた。「この兄

弟愛は、神がご自分の独り子を遣わすことであらわされたもの。その愛のおかげで、自分とは

異なる人と出会い相手の苦しみに共感し、たとえその人が自分の家族や民族、宗教に属してい

なくても近づいて思いやることができます。どんなに自分と違っていても、兄弟姉妹です。こ

のことは、民族間国家間の関係にもあてはまります。…私たちは同じ船に乗っています…私は

苦しんでいる人の中に助けを求めておられる主を見出します…移住者や難民の中に主を見出

します。…」 

人とともにいることが難しい時代にあっ

て、人として生まれてくださったイエスによ

って父なる神の子供としていただき、それに

よってすべての人と兄弟姉妹になりました。

私たちの愛をもって、兄弟姉妹とともに特に

困難の中にある人々とともに歩んでいきたい

と思います。」 

また、子どもたちに向けて「お正月は教会で

は、マリア様のことをお祝いします。マリア様は神様の言葉に従ってイエス様のお母さんにな

ってくれました。イエス様は私たちみんなを神様の子供にしてくれました。だからマリア様は

私たちみんなのお母さんでもあるんですね。ですから一月一日にはマリア様に、私たちのお母

さんありがとう、私たちのために祈ってください。今年一年が平和でありますように…そうい

う風にお祈りしてください。ぜひ覚えていてください。」と直接話しかけられた。 

聖マリアの日は世界平和の日に定められており、今年のテーマは「平和への道のりとしての

ケアの文化」とされている。「神が私たち一人一人をケアしてくださっていること、私たちが

互いを、そして、すべての被造物を私たちがケアすること、それらを文化として社会に根付か

せること。…」これらの教皇の呼びかけに応えるように勧められた。 

 毎年センターで行われる新年の挨拶交換にかえて、ミサの終わりに互いに短く挨拶をかわし

てミサが締めくくられた。 

 



 

 

 

●聖書勉強会について 

 日時 毎週水曜日 午前 10 時～  
会場 カトリックセンター研究室 

 指導 ラウール神父 
 
●はじめて教会を訪れる人のための聖書勉強会について 
 日時 毎週火曜日 午後 3時～  
会場 カトリックセンター研究室 

 指導 ラウール神父 
 
●信仰養成講座について 
「知ってるつもり?!」 

日時 2/13（土）午前 10 時～11 時  
会場 カトリックセンター研究室 
指導 主任司祭 ラウール神父   

 

●「月曜会」（秋田の聖母を通して祈る会）のご案内 

内容 成井司教のミサとロザリオの祈り（どなたでも。ミサのみ参加も可）。 

今後の予定 2/8、3/15 時間 午前 11 時～ 

指導 成井司教様 

会場 新潟教会聖堂 

主日のミサと同様、コロナウイルス感染症対策にご協力をお願いいたします。 

 

●ミサで使用する聖書と典礼、お知らせ、聖歌のプリントについて 

 コロナウイルス感染防止対策として、ミサで使用している聖書と典礼、お知らせのプリン

ト、聖歌のプリントは、使用後戻さず、必ずお持ち帰りください。ご協力よろしくお願いし

ます。 

 

●小教区総会について 

新型コロナ感染症対策に伴い、例年通りの開催とせず、2/14(日)9 時半ミサ、11 時ミサ後

に会計報告のみとさせて頂きます。 

ご意見、ご質問などある方は、当日配布の用紙にご記入頂き、2/28 までに評議員長三崎

裕・ラウ－ル神父まで。または、ミサ後に箱を出しておきますのでご提出して下さい。  

よろしくお願い致します。 

  

各勉強会、講座に参

加される場合は必

ずマスクを着用し

てご参加ください。 



 

 

２０２１年２月の予定 

 

※予定は随時変更になる可能性があります。ご了承ください。 

 

日 主日、祭日、祝日、祈願日等 教会の行事 

2 日(火) 主の奉献(祝) ・ロウソクの祝別(7：00 ミサ) 

5 日(金) 日本 26 聖人殉教者(祝)  

7 日(日) 年間第 5主日 

・小教区評議会(9：30 ミサ後 センター2階) 

・英語ミサ(12：00) 

・センター＆外のトイレ清掃(英語ミサ後) 

11 日(木） 世界病者の日  

13 日(土) 
 

 

・信仰養成講座「知ってるつもり?！典礼のしる

し、ことば、動作」(10：00 研究室) 

14 日(日) 年間第 6主日 ・小教区総会（報告のみ 各ミサ後） 

17 日(水) 灰の水曜日(大斎・小斎) ・ミサ（10:00） 

19 日（金）  ・十字架の道行（10:00 ミサ後） 

20 日（土）  
・ゆるしの秘跡（13：00～１時間程度） 

 ラウール神父、ロレンゾ神父 

21 日(日) 四旬節第 1主日 

・聖堂、センター＆外のトイレ清掃（各ミサ後） 

・広報部会(清掃後) 

・ベトナム信徒の集会（センター2階） 

22 日(月) 聖ペトロの使徒座(祝)   

26 日（金）  ・十字架の道行（10:00 ミサ後） 

28 日(日) 四旬節第 2主日 ・教会維持費の整理(9：30 ミサ後 事務室) 

※「教会の行事」が変更される場合は、日曜日毎に発行の「お知らせ」などでお伝えします。 

※ ミサ時間：主日日曜日（7：00 9：30 11：00） 英語ミサ（第１日曜日 12：00） 
週日(7：00、金曜日のみ 10:00） 
 

 
 
 
 
 

9：30のミサ、11:00のミサ 2部制で行います。 

各回、それぞれ朗読と共同祈願を選出します。急遽、朗読等をお願いすることがありますの

で、その際は快く引き受けくださるようよろしくお願いします。 
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